












Investigation of academic ability of newly-enrolled students
in Kurume Institute of Technology
Gendo OOMI
Abstract
Recently it is well known that there has been a marked decline in the levels of academic at-
tainment of university students. In order to make clear the origins of that, we examine the results
of the test about the elementary knowledge of basic physics and mathematics for the newly-
enrolled students of the faculties of engineers and science. We point out that the attitude and the
motivation of students for studying in the college or university with low barrier of entrance ex-
amination is one of the large difficulties in the general education course. We also emphasize that





































































































































年度／クラス P Q R S T
19 7．4 4．2 3．1 3．5 4．7
21 6．8 2．9 5．5 4．6 3．2
22 5．5 5．6 5．8 3．9 3．2
23 6．8 5 4．8 3．8


























































































































これまで各大学の各クラスの nと x の相関図を
基に議論してきた。全体的な傾向を見るため各クラ























































































科目 物理Ⅰ 物理Ⅰ＋Ⅱ 理科総合A
F大学 52％ 28％ 42％
C大学文系 19％ 13％ 41％
図17．F大学のある学科の得点分布
図18．D大学文系学科の得点分布
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大学が改革に成功し一躍全国区の有名大学になった
大学学長の講話を以前聴いたことがある［5］。話
した内容はほとんど忘れてしまったが一つだけ記憶
していることがある。それは、
① 「大学は4年間の教育のうちで、他の3年間
より最初の1年に、最大の投資を行うべきであ
る。」、
② 「1年次のプログラムのデザインと実行は、
その大学で最も業績のある教員がかかわるに値
する。」
と言うことであった。①は最近いろんな大学で強調
されていることである。②を聞いたときおやっと
思った。最先端の研究をやっている人はたまに教育
をおろそかにする人も多いからである。また多くの
組織の長から「これからは教育の時代である」と言
う話をよく聞いた人間としては奇異な感じがした。
どうもこれらのことを考えると大学教員が研究業績
を出すのは当たり前の時代になっているのではなか
ろうか。「研究と教育」は大学の業務の両輪である
ことを考えると当然のような気もする。「研究」を
進めることはその人の人生観ばかりでなくものの考
え方やそれを進めていく強い意志がないとできない。
それは当然ながら教育にも反映するはずである。最
近九州大学が「基幹教育院」と言う新しい部局を作
り教養教育に幅広く取り組むことを決めたという話
を聞いた。これからのグローバル社会に適応してい
く人材の育成をやるということらしい。
翻って全入大学のことを思う時、基本的にはこれ
と同じ方向性を持たせた方がよいと考える。広い意
味の基礎学力の養成はこれからの世代には必要なこ
とであり、その体制の構築はその大学のレベル、ス
テイタス、目的等で異なってくる。その中で変わら
ないのは教職員の人材と意識であろうと思う。以前
ある私立高校の進学率の話を聞いたことがある。田
舎の全く無名の高校からその県内でも有数の進学率
を誇るところまで持って行った高校教員の話は胸を
打つものがあった。そこでは受験指導のため毎晩10
時ごろまで勉強させたという。もちろん教員の方は
11時や12時ごろまでいて教材研究をやったと言って
いた。全入大学の基礎学力養成も基本的には同じ路
線ではないかと思う。「教職員の汗」がなければ大
学の再生もあり得ない。このようないろんな事例の
中に各大学の「未来へつながる道」が隠されている
のではないかと思う。そのような意味で本学もはじ
めにどのような新入生が入ってきたかを正しく認識
し、その学生の目線に沿った適切な指導を行い、基
礎学力の養成をし、4年間で付加価値をつけて行く
ことが肝要であろう。地味で忍耐強い努力が必要と
なる。ネガテイブな意見もあるが入った学生に付加
価値を付けさせ社会に送り出すことは昔と変わらぬ
大学の使命であると思う。
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